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別添１ 機械設備図面作成基準

（趣 旨）

第１ この基準は、要領第６条に定める機械設備図面の作成基準である。

（作成する図面）

第２ 作成する図面の種類及び作成方法については、原則として、別表に掲げるものとする。

（用 紙）

第３ 図面の大きさは、原則として、日本産業規格Ａ列３番横とする。

（図の配置）

第４ 機械設備位置図、電気設備図等は、原則として、図面の上方が北の方位となるように配置する。

（図面の縮尺）

第５ 作成する各図面の縮尺は、原則として、別表に表示する縮尺とし、各図面に当該縮尺を記入す

る。ただし、これにより難い場合は、この限りでない。

（機械設備の計測・図面等に表示する数値及び面積計算）

第６ 機械設備の計測・図面等に表示する数値及び面積計算は、仕様書第３７条及び第３８条による。

（図面表示記号）

第７ 図面に表示する記号は、原則として、産業標準化法（昭和24年法律第185号）第11条により制定

された日本産業規格（JIS）の図記号を用いる。

（線の種類）

第８ 線は、原則として、次の４種類とする。

実 線

破 線

点 線

鎖 線

２ 線の太さは、原則として、0.2ミリメートル以上とする。

（文 字）

第９ 図面に記載する文字は、原則として、横書きとする。ただし、寸法を表示する数値は寸法線に

添って記入する。

２ 文字のうち、漢字は楷書体を用い、述語のかなは平仮名、外来語は片仮名、数字は算用数字とする。

３ 文字の大きさは、原則として、漢字は3.0ミリメートル角以上、平仮名、片仮名、算用数字等は2.0

ミリメートル角以上とする。

（勾配の表示）

第１０ 勾配の表示は、原則として、正接を用いるものとする。この場合において、分母を10とした

分数で表示する。
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別 表

図 面 名 称 作 成 の 方 法 等 縮 尺 備 考

配置図

別記６－１－１木造建物調査積算要領〔軸組工法〕別

添１木造建物図面作成基準（別表）、別記６－１－２木

造建物調査積算要領〔ツーバイフォー工法又は木質系プ

レハブ工法〕別添１木造建物図面作成基準（別表）又は

非木造建物要領別添１非木造建物図面作成基準（別表）

の配置図の項に掲げるとおりとする。

機械設備位置図 イ 機器等の設置位置に機械番号を付し、機械名称、仕

様、台数等の一覧表を記入する。

ロ 機器等が上下に重なるなどにより、明確に表示困難

な場合は、補足して内容を記入する。

ハ 天井クレーン等のレールは､機械設備位置図に記入

する。

1/100

又は

1/200

電気設備図 イ 機器等に係る電気設備図は、原則として、建築設備

図と区分して作成する｡

ロ 電気、動力、受変電設備等の機器類は、機械設備位

置図に準じて表示する。

ハ 高圧受変電設備図、幹線設備図、動力配線設備図等

は、規模等に応じて、それぞれ区分して作成する｡

ニ 高圧受変電設備図は、電力引込み箇所から低圧配電

盤まで表示する｡

ホ 引込み部分には、責任分界点、財産分界点を明確に

表示する。

ヘ 幹線設備図は、高圧受電設備の２次側出力線から各

分電盤、動力盤まで表示する｡ただし、低圧引込みの場

合は、引込み部分から表示する｡

ト 動力配線設備図は、各分電盤、動力盤の２次側出力

線から各機械制御盤、始動器、モーター、手元開閉器

等まで表示する｡

チ 分電盤、動力盤の仕様等の一覧表を記入する。

リ トラフ、フロアダクト、レースウェイ、ケーブルラ

ック等は、配線図に記入する。

1/100

又は

1/200
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配管設備図 イ 機器等に係る配管設備図は、原則として、建築設備

図と区分して作成する。

ロ 配管設備図は､原則として、流体及び系統別に区分

して作成する｡

ハ 建築設備の配管から分岐する場合は、その区分位置

を明確に表示する。

ニ 配管に関連する機器等は、鎖線で表示する｡

ホ 機器等に含む機器廻り配管と１次側配管の区分を

明確に表示する｡

1/100

又は

1/200

機械基礎図 イ 機械基礎図は、原則として、機器等ごとに作成し、

構造、仕様及び形状・寸法等を記入する。

ロ 杭地業が施工されている場合は、杭の位置を表示

し、杭の仕様、形状・寸法等を記入する。

ハ 方形基礎等の簡易な機械基礎の場合は、数量計算書

等に姿図等を記入することにより、機械基礎図を省略

することができる。

1/50

又は

1/100

ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

設備図

イ 当該敷地内に設置されている機器間の関連（構成な

ど）を示すシステム図（フロー図、ＬＡＮ配線図等）

を作成する。

ロ 他工場等のとの関連を記入する。

ハ その他積算に必要な図面を作成する。

1/100

又は

1/200

写真撮影方向図 イ 機械設備位置図を基に、写真撮影の位置等を明確に

するための位置図を作成する。

ロ 位置図には、撮影の位置、方向及び写真番号を記入

する。

ハ 機器等、電気機器、電気設備、配管設備等、写真台

帳の整理方法に応じて区分し作成する。

1/100

又は

1/200


